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心理学研究室報
平成29年度　　専修大学人間科学部心理学科
　　　　　　　大学院文学研究科心理学専攻
Ⅰ．専修大学心理学研究室
人間科学部心理学科報告（吉田弘道学科長）
今年の 4 月に 1 年生が69人入学してきました。この 1 年生
を迎えて，恒例となっているフレッシュマンキャンプが， 4
月15日，16日の 1 泊 2 日の日程で，伊勢原セミナーハウスに
て開催されました。フレッシュマンキャンプ実行委員会のメ
ンバーである 2 ～ 4 年生の主導のもと，新入生同士，あるい
は教員との交流を深める機会となりました。大学院では修士
課程 1 年生が12人入学し，修士 2 年生15人，博士後期課程 8
人で，大学院生計35人という数になりました。それぞれの院
生は，専門とする領域の研究を進めています。臨床心理士を
志望している院生は，実習を含めた教育・訓練を受けていま
す。
これらの学生に対して，専任教員14人，助教 1 人（年度途
中退職），実習助手 2 人という教員組織で，力を合わせて学
科を発展させるべく，教育と研究を行っております。
平成26年の 9 月に人間科学部の学部長になられた山上精次
教授は，平成28年 9 月から 2 期目に入っておいでで，これま
での長い間の教育，研究活動，そして学務関係のご経験を生
かしながら，人間科学部をリードするお役目を担って忙しく
活動されています。
さて，平成27年 9 月に心理職の国家資格である「公認心理
師」を定めた「公認心理師法」が成立しておりましたが，平
成29年 9 月15日に施行されました。これに合わせて，同日
「公認心理師法施行規則」が文部科学省・厚生労働省両省の
省令によって通達され，大学における公認心理師となるため
に必要な科目が明確に示されました。本学では，28年度より
人間科学部心理学科及び大学院文学研究科心理学専攻におい
て，平成30年度から公認心理師の資格取得に対応したカリ
キュラムを開設する準備を進めておりましたので，心理学科
の総力を挙げて省令の通達内容に合わせる作業を進め，新し
い科目の開設，及び，科目名の変更を行いました。来年度か
らは，この公認心理師をめざす学部学生と大学院学生が，こ
れまでに設置されている科目に加えて，新しく開設された科
目を履修するなど，活発な学修活動が行われるものと期待し
ております。
ところで，藤岡新治特任教授と岡田謙介准教授が今年度を
もって退職されることになりました。藤岡特任教授は1986年
（昭和61年）に商学部に講師として入職されましたが，心理
学科の科目もご担当いただきました。その後2010年の人間科
学部創設に伴い，人間科学部心理学科に移籍されました。め
でたくご定年をお迎えになられてのご退職です。お疲れさま
でした。岡田准教授は2010年（平成22年）に講師として入職
されましたが，ご事情により退職されることになりました。
お二人の先生方のご退職は本心理学科にとっていたいことで
はありますが，お二人の先生方の今後のご健勝とご活躍をご
祈念申し上げます。
文学研究科心理学専攻報告（岡田謙介文学研究科委員心理学
専攻主幹）
専修大学大学院文学研究科心理学専攻は修士課程と博士後
期課程からなり，心理学領域における研究者養成・高度な心
理的知識を活かしうる心理臨床における実践家養成に取り組
んでいます。専修大学生田キャンパスでは2017年 2 月に新
2 ・ 3 号館が完成し， 3 号館に大学院生研究室・大学院生教
室が， 2 号館に大学院事務課が移転して本年度から本格的運
用が開始されました。ガラス張りの清新なデザインの真新し
い環境で，大学院の研究・教育環境も一層充実しました。
本年度は，文学研究科心理学専攻の修士課程 1 年次には12
名， 2 年次には15名が在籍し，また博士課程 2 年次には 3
名， 5 年次には 1 名， 6 年次には 2 名が在籍していました。
修士 2 年次生のうち休学中の 1 名を除く14名が修士論文を提
出し，口述試験を全員無事合格しました。
また，夏期休暇中およびその前後を中心に，本学の大学院
生が利用できる学会発表に対する助成制度を利用して，国内
外の学会で日頃の研究成果を発表する学生も多く見られまし
た。日常的にも，大学院生たちは調査・実験などの研究活動
や，臨床心理士の取得を目指すコースの学生は実習などの実
践的活動に意欲的に取り組んでいました。また本年度も，修
士論文中間報告会，院生研究会，カンファレンス，自主的な
研究会などにおいて，学年を超えて院生同士の議論や交流が
行われていました。
心理学専攻としては，今年度施行された公認心理師法の規
定に基づき，新たな国家資格である公認心理師の受験資格を
得るための科目を来年度から展開するための準備に取り組み
ました。公認心理師資格への対応をはじめとして，来年度も
大学院生の活発な研究・臨床活動が継続できるように本専攻
全体で取り組んでいく予定です。
Ⅱ．心理学教員研究室報
14名の専任教員で構成されています。以下は各教員研究室
の年度報告です。
石金研究室（生理心理学，認知脳科学）
私たちの研究室では心理学で取り扱う様々なトピックにつ
いて，脳活動からその処理過程を明らかにする研究を行って
います。平成28年度は長期在外研究員として米国イリノイ州
シカゴ市のノースウェスタン大学医学部生理学教室の Ste-
ven H. DeVries 教授の研究室に滞在して研究を行いまし
た。ジュウサンセンジリス（Ictidomys tridecemlineatus）を
被験体として用い，網膜スライス標本に電気生理学的手法を
適用し， 2 次ニューロンである双極細胞のサブタイプによる
静止膜電位維持機構の違いとその機能的意義を調べる研究を
行いました。さらに，青錐体におけるこれまで知られていな
い新規なフォトトランスダクションによる神経伝達物質放出
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の増強現象およびそのメカニズムについて研究を行いまし
た。平成29年の 4 月に帰国し，研究室を再稼働しています。
不在によりご迷惑をおかけしたことを深謝いたしますと共
に，学科スタッフおよび事務職員の支えにより大過なく在外
研究を終えられたことを厚く御礼申し上げます。
平成29年度の人員構成は，教員 1 名，学部生 9 名でした。
本研究室では情報処理中の人間の脳活動を脳波や NIRS（近
赤外線光を用いた脳計測）により測定する研究と，動物を使
用して視覚の神経基盤を調べる研究を行っています。脳活動
を測定する研究では，人間が何かを見たり注意を向けたりし
た時に活動する脳の領域とその特性を調べています。また，
視覚の神経基盤を調べる研究では，比較的単純な視覚誘発性
行動と神経活動との関連から，視知覚成立の基礎となる神経
基盤を解明することを目指しています。今年の卒業論文研究
では，音楽によるはげましの効果を脳波により分析する研究
や，覚醒水準を上昇させる要因について脳波を用いて調査す
る研究，また，香り刺激による認知機能の変化を調べたりす
る研究も行われました。ゼミ合宿は千葉県白子において 2 泊
3 日の日程で開催され，終日発表と討論が行われました。台
風の襲来により予定していたバーベキュー大会や花火大会は
中止になりましたが，夜遅くまで室内で四方山話に花を咲か
せることで，ゼミ生の相互理解の良い機会になりました。
諸活動
Xianshi Zhang・雁木美衣・石金浩史・Yongjie Li・Steven 
H. DeVries （2017）. 青錐体の軸索終末部における新規な
フォトトランスダクションによる伝達物質放出の増強．　
視覚科学フォーラム第21回研究会　豊橋　豊橋市民セン
ター
社会的活動
日本心理学会　代議員
日本基礎心理学会　理事，若手研究者特別委員会担当
大久保研究室（認知心理学）
私たちの研究室では，心の情報処理を研究しています。平
成29年度の人員構成は，教員 1 名，客員研究員 1 名，博士研
究員 2 名，大学院生 3 名（博士課程 2 名，修士課程 1 名），
学部学生11名でした。博士研究員，大学院生は積極的に研究
に励み，学会で成果を発表するなど意欲的に取り組みまし
た。小山くんの初めての学会発表はなかなか堂々としたもの
で素晴らしかったです。学部学生は自分自身の卒業論文の完
成に向けて研究に勤しみました。卒業論文の進行はこれまで
なかったくらいに順調でした。当人たちの努力とチームワー
クの賜物でしょう。満足な結果が得られた人もそうでない人
もいたようですが，すべて良い経験になると思います。
今年度も， 4 月に 2 週間，そして10月に 1 ヶ月間，ノル
ウェーのオスロ大学から Bruno Laeng 教授を客員研究員と
して迎えることができました。時間に限りがありましたが，
世界的な研究者とふれあう機会となりました。大学院生に
とっては，英語力が向上するなどとても良い機会となったと
思います。Laeng 教授を交え，Lab dinner としてみんなで
寿司を食べたのも楽しい思い出です。回らないやつだから高
かったです。おごりました。
研究・学業だけでなく，研究室としての余暇行事も充実し
ていました。今年のゼミ合宿では岩井海岸を訪れました。内
房は波が穏やかで，水も思っていたよりもずっと綺麗でし
た。海で遊び，ジャングル風呂につかり，夜にはバーベ
キューを認知研究室一同で楽しみました。今年度はパンケー
キ・パーティー，熱々のおでんを突く「おでんの会」など合
宿以外の行事でも親睦を深めることができ，楽しい 1 年が過
ごせました。
諸活動
Okubo, M., Ishikawa, K., & Kobayashi, A. （2017）. The cheek 
of a cheater: Effects of posing the left and right hemiface 
on the perception of trustworthiness, Laterality
Okubo, M., Ishikawa, K., Kobayashi, , & Suzuki, H. （2017）. 
Can I trust you? Laterality of facial trustworthiness in an 
economic game. Journal of Nonverbal Behavior, 41, 21-
34. 
Weerabangsa, M. M., Owuamalam, C., Okubo, M. & Shukla, 
S. （2017）. Does culture moderate use of the hunchback 
heuristic in status―based anger attributions? A multi―
nation test. The 18th General Meeting of European Asso-
ciation of Social Psychology, Granada, Spain.
Suzuki, A., Ueno, M., Ishikawa, K., Kobayashi, A., Okubo, M., 
& Nakai, T. （2017）. Brain activity in response to feed-
back on face―based trait inferences in older and younger 
adults. The 2017 Annual Meeting of Organization for Hu-
man Brain Mapping, Vancouver, Canada. 
大久保街亜・石川健太（2017）．どちらの顔が魅力的か？：
左右，文脈，表情の効果 . 電子情報通信学会ヒューマンコ
ミュニケーション基礎（HCS）研究会・ヒューマン情報処
理（HIP）研究会2017年 5 月研究会，沖縄産業支援セン
ター．
Okubo, M. & Ishikawa, K. （2017）. Laterality of male facial 
attractiveness for short― and long―term relationship. 
The 11th International Conference on Cognitive Science, 
GIS NTU Convention Center, Taipei, Taiwan. 
石川健太・大久保街亜（2017）．意図的な表情模倣が他者の
魅力に与える効果．日本心理学会第81回大会，久留米シ
ティプラザ．
小山貴士・大久保街亜（2017）．何が視線による注意シフト
を引き起こすのか？日本心理学会第81回大会，久留米シ
ティプラザ．
川﨑弥生・大久保街亜（2017）．多様に見えるドレスの色の
認知：他者の意見，経験，文化差が与える影響．日本心理
学会第81回大会，久留米シティプラザ．
Ishikawa, K., & Okubo, M. （2016）. Gender difference for the 
detection of gaze direction changes in Social Anxiety. 
The 57th annual meeting of Psychonomic Society, Sher-
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aton Boston Hotel, Boston, Massachusetts, USA. 
Suzuki, H., & & Okubo, M. （2016）. The role of semantic 
similarity in inattentional blindness. OPAM 2016, Sher-
aton Boston Hotel, Boston, Massachusetts, USA.
岡田研究室（心理統計学）
私たちの研究室では，心理統計学の研究を行っています。
心理学の各領域の研究では，様々なデータを扱います。たし
かな知見を得るためには，データに基づいて議論をすること
が不可欠だからです。その素材，すなわちデータをどのよう
に料理するとより大きな価値や意味のある情報をとり出すこ
とをできるのか，を扱うのが心理統計学です。
この 1 年間では，昨年度に修士課程を修了した田中利夫さ
ん・大学院修士 2 年の北條大樹さんと，国里研究室の杣取恵
太さん・坂本次郎さんの 4 名の大学院生チームが，野村総合
研究所の主催するマーケティング分析コンテストにおいて，
階層ベイズモデルを用いてテレビ広告の効果を検証する研究
で最優秀賞に輝きました。また，北條さんは日本計算機統計
学会において，調査を実施する際の回答バイアスをベイズ統
計学に基づく項目反応理論モデルの拡張によって補正する研
究により，学生研究発表賞を受賞しました。北條さんと修士
1 年の池田大樹さんは，イギリスで開催された MathPsych 
2017（国際数理心理学会）や東北大学で開催された日本テス
ト学会において研究発表を行いました。学生たちの活躍を嬉
しく，そして頼もしく思います。
また，本年度も夏季休暇中には東京工業大学の心理統計学
研究室と合同で合宿を行い，本研究室の学部生と大学院生が
参加しました。今年は飯盛山への登山も行い，本研究室の学
生たちも東工大の心理統計学を専門にしている大学院生との
研究の話や交流を楽しんでいたようです。ベイズ統計学を方
法論的な柱とし，心理学をフィールドとして，これからも心
理統計学の研究に取り組んでいきたいと思います。
諸活動
Okada, K. & Yamaguchi, K. （2017）. Comparison among cog-
nitive diagnostic models for the TIMSS 2007 fourth grade 
mathematics assessment. PLOS ONE, in press.
Okada, K. & Mayekawa, S. （2017）. Post―processing of 
Markov chain Monte Carlo output in Bayesian latent 
variable models with application to multidimensional scal-
ing. Computational Statistics, in press. doi: 10.1007/
s00180-017-0759- 6
岡田謙介（2017）．ベイズ統計的アプローチによる多次元尺
度構成法：レビューと個人差を考慮した心理学実験データ
への応用．計算機統計学，印刷中．
山口一大・岡田謙介（2017）．近年の認知診断モデルの展
開．行動計量学，44，181-198．
山口一大・岡田謙介（2017）．TIMSS2007の日本人サンプル
を用いた認知診断モデルと項目反応理論モデルの比較 . 日
本テスト学会誌，13， 1 -16.
Okada, K., Vandekerckhove, J. & Lee, M.D. （2017）. Model-
ing when people quit: Bayesian censored geometric mod-
els with hierarchical and latent―mixture extensions. Be-
havior Research Methods, in press. doi:10.3758/s13428-
017-0879- 5
北條大樹・岡田謙介．（2017）．評定尺度における反応傾向を
考慮した係留寸描データのベイズ的項目反応モデル . デー
タ分析の理論と応用， 6 ，113-125．
北條大樹・岡田謙介．（2017）．ロジスティック型項目反応理
論モデルにおける JAGS と Stan を用いた推定の比較評
価．専修人間科学論集心理学篇， 7 ，15-23.
岡田謙介（2017）．ASA 声明とこれからの統計学の使われ
方：最近の心理統計分野の動向から社会と調査，19，88-
93．
M.D. リー，E.―J. ワーゲンメイカーズ（著）井関龍太（訳）
岡田謙介（解説）（2017）．ベイズ統計で実践モデリング：
認知モデルのトレーニング．北大路書房．
岡田謙介（2016）．アーバインの “Ame Otoko. ” 心理学ワー
ルド，75，39．
岡田謙介（2017）．行動分析的データに活用できる（かもし
れない）ベイズ統計の方法について．第25回行動数理研究
会　教育セッション 招待講演
岡田謙介（2017）．調査データのベイジアン・モデリング．
日本社会心理学会第 4 回春の方法論セミナー「効果の科学
からデータ生成過程の科学へ～心理学者のためのベイジア
ン・モデリング入門」招待講演
Hojo, D. & Okada, K. （2017）. Bayesian generalized partial 
credit type model of anchoring vignettes : Are latent re-
sponse categories evenly spaced? Society for Mathemati-
cal Psychology （MathPsych 2017）, Warwick University, 
UK.
Bunji, K. & Okada, K. （2017）. New IRT model incorporating 
response time via linear ballistic accumulation. Society 
for Mathematical Psychology （MathPsych 2017）, War-
wick University, UK.
Ikeda, T. & Okada, K. （2017）. Fitting a hierarchical Linear 
Ballistic Accumulator model to response time data col-
lected both online and offline. Society for Mathematical 
Psychology （MathPsych 2017）, Warwick University, UK.
Okada, K. & Hojo, D. （2017）. Model comparison in Bayesian 
item response models for anchoring vignettes. Interna-
tional Meeting of the Psychometric Society （IMPS 2017）, 
University of Zurich, Switzerland.
Yamaguchi, K. & Okada, K. （2017）. Comparison of general-
ized DINA family models with TIMSS 2007 data. Interna-
tional Meeting of the Psychometric Society （IMPS 2017）, 
University of Zurich, Switzerland.
北條大樹（2017）．質問紙における回答バイアス統制のため
のベイズ統計モデリング．日本認知・行動療法学会第43回
大会 自主企画シンポジウム．朱鷺メッセ．
岡田謙介（2017）．ベイズ統計学の考え方と教え方につい
て．日本心理学会第81回大会 自主企画シンポジウム．久
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留米大学．
北條大樹・岡田謙介（2017）．評定尺度における反応傾向を
考慮した係留寸描データのベイズ的項目反応モデル．2017
年度 統計関連学会連合大会．南山大学．
北條大樹・岡田謙介（2017）．心理学調査法における係留ビ
ネット法の応用．計算機統計学会 2017年度若手セミ
ナー．高山市．
北條大樹・田中利夫・杣取恵太・坂本次郎（2017）．非耐久
消費財テレビ広告の統合効果と年次的推移 階層ベイズモ
デルによるメタ分析・メタ回帰分析．日本行動計量学会第
45回大会．静岡県立大学．
山口一大・岡田謙介（2017）．認知診断モデルにおける項目
パラメタの標準誤差：サンプルサイズとアトリビュート数
に焦点を当てた検討．日本行動計量学会第45回大会．静岡
県立大学．
北條大樹・岡田謙介（2017）．係留ビネット法の項目数の違
いが与える影響の定量的評価．日本テスト学会第15回大
会．東北大学．
北條大樹・岡田謙介（2017）．係留寸描法を用いた反応傾向
バイアス補正のための IRT モデルの応用．「複雑多変量
データの解析法に関する研究」研究会，統計数理研究所 .
分寺杏介・岡田謙介（2017）．反応時間の情報を活用する新
たな項目反応モデル．「複雑多変量データの解析法に関す
る研究」研究会，統計数理研究所．
田中利夫・岡田謙介（2017）．拡散モデルを用いた視線手が
かり課題における情報処理過程のモデリング．「複雑多変
量データの解析法に関する研究」研究会，統計数理研究
所．
山口一大・岡田謙介（2017）．DINA モデルにおける項目パ
ラメタの Boundary Problem について．日本テスト学会第
15回大会．東北大学．
北條大樹・田中利夫・杣取恵太・坂本次郎（2016）．非耐久
消費財におけるテレビ広告の統合効果と年次的推移―階層
ベイズモデルによるメタ分析＆メタ回帰分析― 野村総合
研究所 マーケティング分析コンテスト2016 最優秀賞．
北條大樹（2016）．反応傾向バイアスに対処するための新た
な係留寸描法データ分析モデル 日本計算機統計学会第30
回シンポジウム 学生研究発表賞．
社会的活動
Editorial Board （Associate Editor）, Behaviormetrika
Editorial Board, Japanese Psychological Research
日本行動計量学会 理事，運営委員，和文誌副編集委員長
日本計算機統計学会 理事，評議員，欧文誌編集委員
日本心理学会 教育研究委員，編集委員
日本テスト学会 編集出版委員
日本応用統計学会 編集委員
法務省府中刑務所 効果検証班 アドバイザー
法務省東京少年鑑別所 アドバイザー
岡村研究室（リハビリテーション心理学）
研究室で取り組んでいる研究の対象は，小児から成人まで
リハビリテーションの対象となる障害を抱える人々です。
様々な障害に対して心理的な構造を明らかにして，どんなア
プローチができるのかについて研究しています。研究室には
修士 2 年 2 名，修士 1 年 2 名，学部 4 年 4 名，学部 3 年 6 名
です。学部のゼミでは特に体験を重視して，様々な施設の見
学やボランティア体験をできるだけたくさんできるように考
えています。体験の中から本当に必要なこと，興味の持てる
ことをテーマに研究をすることを願っています。今年度も昨
年同様，国際福祉機器展見学，川崎市北部リハビリテーショ
ンフェスタへのボランティア参加と様々な体験ができたこと
を嬉しく思っています。
私自身の専門は，臨床神経心理学で，なかでも脳損傷に起
因する高次脳機能障害者に対する神経心理学的アセスメン
ト，認知リハビリテーションが研究対象です。遂行機能障害
の評価や高次脳機能障害のグループ訓練の効果測定などが現
在継続中の研究です。
合わせて，2011年度より専修大学心理教育相談室におい
て，高次脳機能障害者の心理相談及び認知訓練教室を実施し
ています。臨床活動にもこれから研究室全体で取り組んでい
きたいと思っています。
諸活動
2017年度　高次脳機能障害講演会「退院後，状況に合わせて
考えておくべきこと」基調講演「高次脳機能障害を改善す
るための認知リハビリテーション」講演者
社会的活動
神奈川県臨床心理士会理事会監事
長田研究室（児童思春期メンタルヘルス，障害者 ･ 児心理
学）
教員 1 名，大学院生 3 名，学部生 8 名で構成されていま
す。ゼミ生は，それぞれ独自のテーマで研究を進め，心理実
践実習を行うほか，国内外の学会への参加，国内外への学術
誌への投稿など活発に実践，研究を行っています。
本研究室のチーフの研究課題は，神経発達症への早期介入
尺度および療育法の開発のほか，児童期思春期のメンタルヘ
ルスの問題の評価および予防の開発です。児童期に発する素
行症，あるいはまたサイコパスをメンタルヘルス的疫学の観
点から予防できないかという壮大な取り組みを始めていま
す。また，精神疾患を有する親の子育て支援というテーマ
で，フィンランドの研究者，実践家からスーパーヴァイズを
受け，さらにはアメリカ，オーストラリア，イタリア，ギリ
シャなどの実践家，研究者達とも交流を取りながら，わが国
への応用，発展を目指す研究にも参加しています。研究の
他，自閉スペクトラム症をはじめとする乳幼児期の療育の実
践と親のコンサルテーション，教育現場の教師への神経発達
症への対応に関するコンサルテーションを定期的に行ってい
ます。
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本年度のゼミ合宿は夏休みに 1 泊 2 日で三浦海岸に行って
参りました．大きなホテルで，神奈川県下の他大学のゼミ合
宿や企業研修に紛れて研究発表を行いました。深夜まで学生
と「語り合い（？）」，親交を深められたかな，と思います。
諸活動
Osada, H. （2017, August）. KEYNOTE SPEECH. Mental 
health literacy of neurodevelopmental disorders in Japa-
nese general populations. 20th Euro Congress on Psychia-
trists and Psychologists. Rome, Italy.
Osada, H. （2017, August）. PLENARY SPEECH. National 
survey of Japanese elementary and junior high school 
students with callous―unemotional traits. 20th Euro Con-
gress on Psychiatrists and Psychologists. Rome, Italy.
平成26～28年度科学研究費助成事業（学術研究助成金（基盤
研究 C）「小中学生におけるネット依存，発達障害，およ
び CU 特性の関連に関する研究」）研究代表者
社会的活動
江戸川区教育委員会 特別支援教育専門家チーム（心理臨床）
日本乳幼児医学・心理学会 評議員，編集委員
日本発達障害学会 評議員
国里研究室（臨床心理学）
私たちの研究室は，不安や抑うつの発症・維持メカニズム
や認知行動療法の作用メカニズムについて，行動・生理実験
や計算論的アプローチを用いて明らかにすることを目的とし
ています。平成29年度の人員構成は，教員 1 名，ポスドク 1
名，大学院生 7 名（修士 1 年： 2 名，修士 2 年： 3 名，博士
1 年 2 名），学部生13名（ 3 年： 6 名， 4 年： 7 名）でした。
学部 4 年生は，昨年度学んだことを活かしながら，それぞ
れの関心に合わせた研究に取り組みました。今年も，オリジ
ナルな質問紙の作成や PsychoPy による実験課題を用いた研
究があり，興味深い卒業研究になりました。学部 3 年生は，
異常心理学と認知行動療法に関する輪読を通して，知識を身
につけるとともに，PsychoPy を用いた実験課題作成や R に
よるデータハンドリングを徐々に身につけながら，卒業研究
の準備中になります。
大学院生は，臨床心理学に関する専門的知識を学ぶととも
に，修士・博士論文の研究を行い，全員が日本認知・行動療
法学会においてポスター発表を行いました。日本心理学会に
おいて，坂本次郎さんと杣取恵太さんがベイズ統計に関する
シンポジウムで話題提供をし，日本認知・行動療法学会にお
いて，杣取さんが「臨床実践と研究に活かすベイズ統計学」
というタイトルのシンポジウムを企画し，話題提供もしまし
た。本年度から，森正樹さんが日本学術振興会特別研究員
PD として，研究室に加わりました。森さんのこれまでの研
究経験を通したアドバイスと人柄によって研究室の研究には
ずみがつきました。なお，今年も昨年度に引き続き松浦の
「Stan と R でベイズ統計モデリング」の輪読会（後期から
は，「ベイズ統計モデリング」）を行いました。
今年度のゼミ合宿は，那須高原で実施しました。今年も，
ワールドカフェ方式での発表を取り入れることで，学生同士
のディスカッションが盛り上がりました。また，今年のゼミ
合宿では，自炊を行ったので，普段の生活では見られないメ
ンバーの一面を見ることができました。普段とは違う場所で
発表やディスカションを行い，着実に卒業論文や修士論文に
向けた準備ができていたように思います。本研究室は，今年
で 5 年目となります。昨年度導入した脳波計を用いた研究を
すすめると同時に，今後はウェブ実験などにも挑戦しつつ，
今年よりも研究が進展できるように取り組んでいきたいと思
います。
諸活動
国里愛彦（2017）．「第24章　被予測変数がカウント変数の場
合」』『ベイズ統計モデリング : R, JAGS, Stan によるチュー
トリアル 原著第 2 版』John K. Kruschke 著，前田和寛・
小杉考司監訳，共立出版，pp.711-727．
国里愛彦（2017）．「Chapter 2 心の源としての感覚・知覚・
認知」・「Chapter 3 心の表れとしての行動」『対人援助と
心のケアに活かす心理学』鈴木伸一（編），有斐閣，pp.9-
33．
国里愛彦（2017）．「第 5 章　臨床心理学研究におけるサンプ
ルサイズ設計」『心理学のためのサンプルサイズ設計入門』
村井潤一郎・橋本貴充（共編），講談社，pp.86-106．
Hasegawa, A., Kunisato, Y., Morimoto, H., Nishimura, H., & 
Matsuda, Y. （in press）. How do rumination and social 
problem solving intensify depression? A longitudinal 
study. Journal of Rational―Emotive & Cognitive―Behav-
ior Therapy
Moriguchi, Y., Noda, T., Nakayashiki, K., Takata, Y., Setoya-
ma, S., Kawasaki, S., Kunisato, Y., Mishima, K., Nakagome, 
K., Hanakawa, T. （2017）. Validation of brain―derived sig-
nals in near―infrared spectroscopy through multivoxel 
analysis of concurrent functional magnetic resonance im-
aging. Human Brain Mapping, 38（10）, 5274-5291.
Yoshimura, S., Okamoto, Y., Matsunaga, M., Onoda, K., Oka-
da, G., Kunisato, Y., Yoshino, A., Ueda, K., Suzuki, S., & 
Yamawaki, S. （2017）. Cognitive behavioral therapy 
changes functional connectivity between medial prefron-
tal and anterior cingulate cortices, Journal of Affective 
Disorders, 15（208）, 610-614.
Sakamoto, J., Nagai, T., Kunisato, Y., Sawa, K., Takata, N. 
（2017）. Bayesian modeling of human activity data based 
on the gamma family of dynamic models. Presented at 
the 50th Annual Meeting of the Society for Mathematical 
Psychology, July 23, Warwick, Coventry, UK.
Somatori, K., Kunisato, Y. （2017）. Do depressive symptoms 
influence randomness in decision making in the reversal 
learning task? ― A hierarchical Bayesian modeling ap-
proach ― The 50th Annual Meeting of the Society for 
Mathematical Psychology, July 23, Coventry, England.
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竹林　唯・巣山晴菜・伊藤理紗・国里愛彦・鈴木伸一・前田
正治 （2017）．不安症状と遅延または労力を伴う価値割引
の関連の検討　第 9 回日本不安症学会学術大会　福岡　九
州大学医学部百年講堂　2017年 3 月10日
小野はるか・小関俊祐・国里愛彦・鈴木伸一（2017）．小 1
プロブレム支援方略としての保育士コンサルテーションの
有効性　日本認知・行動療法学会第43回大会　新潟 朱鷺
メッセ（新潟コンベンションセミナー）　2017年 9 月29日
土原浩平・国里愛彦・長谷川晃（2017）．マインドフルネス
と攻撃性の関連における注意制御・視点取得の調整効果　
日本認知・行動療法学会第43回大会　新潟 朱鷺メッセ
（新潟コンベンションセミナー）　2017年 9 月29日
小川祐子・小澤美和・国里愛彦・鈴木伸一（2017）．親の病
気を子どもに伝える困難感を抱えやすいがん患者の特徴　
日本認知・行動療法学会第43回大会　新潟 朱鷺メッセ
（新潟コンベンションセミナー）　2017年 9 月29日
佐藤秀樹・岡本文子・伊藤理紗・国里愛彦・鈴木伸一
（2017）．反芻がエフォートフル・コントロールと回避行動
を媒介して抑うつに及ぼす影響　日本認知・行動療法学会
第43回大会　新潟 朱鷺メッセ（新潟コンベンションセミ
ナー）　2017年 9 月29日
伊藤理紗・佐藤秀樹・国里愛彦・鈴木伸一（2017）．オー
ギュメンテッドリアリティを用いた，恐怖の行動評定方法
の作成　日本認知・行動療法学会第43回大会　新潟 朱鷺
メッセ（新潟コンベンションセミナー）　2017年 9 月29日
金子美帆・国里愛彦（2017）．日本語版能動的先延ばし尺度
の作成と信頼性・妥当性の検討　日本認知・行動療法学会
第43回大会　新潟 朱鷺メッセ（新潟コンベンションセミ
ナー）　2017年 9 月29日
竹下若那・小川祐子・小野はるか・畑琴音・佐藤秀樹・市倉
加奈子・松永美希・国里愛彦・鈴木伸一（2017）．大学生
の非致死性トラウマ体験者におけるストレスコーピングと
主観的幸福感の関連　日本認知・行動療法学会第43回大会　
新潟 朱鷺メッセ（新潟コンベンションセミナー）　2017年
9 月29日
土谷美月・岡田謙介・国里愛彦（2017）．不確実さの強化率
の変化を追加した CPP 課題の作成　日本認知・行動療法
学会第43回大会　新潟 朱鷺メッセ（新潟コンベンション
セミナー）　2017年 9 月29日
菊池羽音・澤幸祐・国里愛彦（2017）．外傷後認知の時系列
的変化を測定するための方法の検討―トラウマフィルムパ
ラダイムにドット判断手続きを加えた課題作成と経験サン
プリング法による外傷後認知の測定―　日本認知・行動療
法学会第43回大会　新潟 朱鷺メッセ（新潟コンベンショ
ンセミナー）　2017年 9 月30日
坂本次郎・国里愛彦（2017）．Web アプリケーションを用い
た経験サンプリング自動調査システムの構築　日本認知・
行動療法学会第43回大会　新潟 朱鷺メッセ（新潟コンベ
ンションセミナー）　2017年 9 月30日
杣取恵太・国里愛彦（2017）．恐怖条件づけにおける実験パ
ラメータの検討：恐怖顔および叫び声を無条件刺激とした
恐怖条件づけに必要な実験環境について　日本認知・行動
療法学会第43回大会　新潟 朱鷺メッセ（新潟コンベン
ションセミナー）　2017年 9 月30日
畑琴音・近藤夏生・副島紗彩・小川祐子・小野はるか・国里
愛彦・鈴木伸一（2017）．大学生の非致死性トラウマ体験
者におけるストレスコーピングと主観的幸福感の関連　日
本認知・行動療法学会第43回大会　新潟 朱鷺メッセ（新
潟コンベンションセミナー）　2017年 9 月29日
国里愛彦（2017）．ベイジアン・モデリングと計算論的臨床
心理学　日本社会心理学会 第 4 回春の方法論セミナー
「効果の科学からデータ生成過程の科学へ～心理学者のた
めのベイジアン・モデリング入門」，上智大学，2017年 3
月14日
国里愛彦（2017）．公募シンポジウム「明日からできる経験
サンプリング法―効率的なデータ収集と洗練した解析で移
ろう心を描き出す―」　企画・司会・企画趣旨説明　日本
心理学会第81回大会 久留米 久留米シティプラザ　2017年
9 月20日
国里愛彦（2017）．小講演「適応的な自己注目：自己反芻と
対比した自己内省の機能と性質の検討（講演者：森正樹）」　
司会　日本心理学会第81回大会 久留米 久留米シティプラ
ザ　2017年 9 月20日
国里愛彦 （2017）．計算論的臨床心理学からみたウェルビー
イング　公募シンポジウム「ウェルビーイングの科学と実
践：臨床ポジティブ心理学の展開（ 1 ）」　話題提供　日本
心理学会第81回大会 久留米 久留米シティプラザ　2017年
9 月22日
国里愛彦（2017）．自主企画シンポジウム 7 「臨床実践と研
究に活かすベイズ統計学」　企画者　日本認知・行動療法
学会第43回大会　新潟 朱鷺メッセ（新潟コンベンション
セミナー）　2017年 9 月30日
国里愛彦（2017）．教育講演「認知と行動のあいだを連合学
習理論で整理する（講演者：澤幸祐）」　座長　日本認知・
行動療法学会第43回大会　新潟 朱鷺メッセ（新潟コンベ
ンションセミナー）　2017年 9 月30日
社会的活動
日本認知・行動療法学会　編集委員，企画委員
日本認知・行動療法学会第43回大会　プログラム委員
澤研究室（学習心理学）
私たちの研究室では，主にヒトや動物が経験によって行動
を変えていく学習という現象について研究しています。2017
年は，教員 1 名，研究員 4 名，大学院生 1 名（博士課程 1
名），学部生11名という構成でした。昨年度までの研究を踏
まえて，今年度もマウスを用いた抑うつ動物モデルの妥当
性，人間の社交不安の獲得と再発といった臨床的応用に関わ
る研究，人間とウマの種を越えたコミュニケーションやイン
タラクションに関する比較認知科学的研究やロボットを使っ
た人とのインタラクション研究を進めています。他大学や企
業との共同研究を積極的に推し進め，行動観察ソフトや力学
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的解析，ベイズモデリングなど新しい手法を導入していま
す。
諸活動
Sekiguchi, K., Ushitani, T. and Sawa, K. （inpress）. Use of re-
dundant sets of landmark information by humans （Homo 
sapiens） in a goal searching task in an open field and on a 
computer screen. Journal of Comparative Psychology.
二瓶正登，& 澤幸祐．（2017）．不安症および曝露療法を理
解するための現代の学習理論からのアプローチ．専修人間
科学論集．心理学篇， 7 ，45-53．
澤幸祐・大北碧・西山慶太・鮫島和幸（2017）．ヒト―ウマ
インタラクションから異種間コミュニケーションを考え
る，動物心理学研究，67，pp 29-36．
大北碧・澤幸祐（2017）．ロボットとの運動同期は共同注意
を促進するのか？日本認知科学会大会発表論文集，pp 
395-400．
Bailey, S. J. & Burch, R. B. （澤幸祐，松見淳子監訳）
（2017），『行動分析的“思考法”入門―生活に変化をもた
らす科学のすすめ』，岩崎学術出版社．
大北碧 動物の心：ヒトと動物のコミュニケーション　高千
穂大学公開講座『心理学・脳科学の入門から発展まで：心
を様々な角度から眺めるために』，高千穂大学，2017年 5
月．
大北碧・二瓶正登・西山慶太・澤幸祐　「人馬一体」感とは
何か？ ―馬術経験者へのインタビュー調査と質的研究法
（M-GTA）を用いて―，行動2017，P35，2017年 8 月．
蔵屋鉄平・澤幸祐 うつ病モデルマウスの活動性変動に対す
る統計モデリング，日本心理学会第81回大会，公募シンポ
ジウム『行動の時間的流れに挑む実験心理学』，2017年 9
月．
大北碧　馬術競技におけるヒト―ウマインタラクションの検
討　日本心理学会第81回大会，公募シンポジウム『行動の
時間的流れに挑む実験心理学』，2017年 9 月．
澤幸祐　認知と行動のあいだを連合学習理論で整理する．日
本認知・行動療法学会第43回大会教育講演，2017年 9 月
菊池羽音・澤幸祐・国里愛彦　外傷後認知の時系列的変化を
測定するための方法の検討―トラウマフィルムパラダイム
にドット判断手続きを加えた課題作成と経験サンプリング
法による外傷後認知の測定―　日本認知・行動療法学会第
43回大会　2017年 9 月
大北碧・澤幸祐　ロボットとの運動同期は共同注意を促進す
るのか？　日本認知科学会第34回大会，OS11-4，2017年
9 月．
大北碧　ヒトを含めた動物の心理学からみえてくるもの，認
知科学ワークショップ　2017年10月．
その他
澤幸祐（2017）．古典的条件づけ研究なんてまだやってるの
と思っているあなたへ（特集 古くて新しい学習心理学），
心理学ワールド，9-12．
下斗米研究室（社会心理学）
下斗米研では，伝統的に，人の社会的環境への適応過程を
研究しています。平成29年度の室員構成は，教員 1 名，大学
院修士 1 名，学部生 8 名（ 4 年 6 名， 3 年 2 名）でした。今
年度も，（ 1 ）理性的で快適な人間関係や集団の形成条件を
見いだすこと，（ 2 ）対人関係や集団成員の苦悩防止と自己
発達・成長方策の探索，（ 3 ）差別や排斥，葛藤や紛争な
く，集団や個人らしさを大切にした協調的社会を構築するた
めの必要条件を見いだすこと，という 3 つの研究室伝統テー
マのもと，調査や実験による研究活動が積極的に進められま
した。大学院生は，昨年度に続き，学校教員およびスクール
カウンセラーへの面接や質問紙調査を，集団力学の視点から
精力的に行いました。今年度の 3 年生は，実学的問題意識を
有し，そのアプローチは実にオリジナリティの感じられるも
のになりました。苦労があったことと思いますが，文献の読
み込みもかなり行い理論的枠組みも明確になってきました。
4 年生は，いずれも従来の研究トピックスにはない研究テー
マを設定して，その視点や取り組みは極めてチャレンジング
でした。一緒に項目を作成したり分析を行うなど，教員との
協同研究として格闘・奮闘の日々でしたが，成長した姿が垣
間見られて内心とても喜んでいます。二人三脚のように教員
と取り組んできたこと，また室員同士が合評会を中心に議論
を深め，互いを高め合ってきたことに社会心理学研究室の伝
統は今年度も変わらず受け継がれています。研究成果の一端
は，Social Psychology Bulletin of Shimotomai Laboratory, 
Vol. 7, March, 2017において公刊されています。新歓コン
パ，御宿での夏合宿やピザ・パーティ，追いコン，そしてエ
ンドレスの合評会などは今年も顕在でした。下斗米研の室員
は，毎年互いにサポーティブですが，今年は特に互いに大い
に刺激をし合っていました。
諸活動
Shimotomai, A., Tsunoo, M., Kazama, F., & Hida, M. （2017）. 
Self―function and occurrence of social anxiety as an ad-
aptational warning: Empirical understanding of ‘Seken’ 
Bulletin of Senshu University School of Human Sciences: 
Psychology, 7 （1） 1-14.
下斗米淳（2017）．たばこ 8 徳受容状況．日本たばこ産業株
式会社研究報告書．
社会的活動
労働安全衛生総合研究所研究倫理委員
日本学術振興会専門委員
家庭裁判所調査官試験委員会委員（ 2 次試験）
高田研究室（深層心理学）
院生 4 名，学部学生13名（ 1 名留学）のゼミとなりまし
た。昨年は台風で中止となった夏合宿を，今年は 2 泊で行い
ました。 4 年生に欠席者がいたものの， 2 年分かと思われる
ような盛り上がりとなりました。
また， 8 月～10月の間に修士 1 年生全員10名が，大妻女子
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大学院，お茶の水女子大学院との合同で，施行カウンセリン
グに参加いたしました。他大学の院生とカウンセラー役，ク
ライエント役をそれぞれ交換して行うものです。そして各大
学院の教員がスーパーヴィジョンを毎回行います。ケース担
当を間近に控えて，よい練習になるのと，他大の相談室の雰
囲気を知ることができるのが魅力です。
諸活動
高田夏子（2016）エピパトグラフィーの観点からみたニキ・
ド・サンファル，専修大学人間科学論集第 7 巻 1 号　
pp35-44
日本箱庭療法第31回大会　研究発表司会（2017年10月　於：
上智大学）
表現教育指導者養成セミナー2017　箱庭療法 体験ワーク
ショップ講師，専修大学心理教育相談室共催（於：専修大
学心理教育相談室）
中沢研究室（知覚心理学）
この研究室では，外界からの感覚・知覚的情報を心がどの
ように処理しているかについて，またその結果として生じる
知覚像がどのような性質をもっているのかについて調べる研
究を行っています。これまでの学生さんによる研究は，「感
じられる時間の歪み」「文字の読みやすさの要因」「フォント
による語の印象への影響」「言語の情動価と記憶」「偶発学習
と記憶」「motion induced blindness（運動する刺激によって
周辺視野の静止刺激が知覚されなくなる現象）」「視覚情報に
よる嗅覚情報への干渉」「音楽の印象をつくる要因」などの
テーマでなされてきました。
平成29年 3 月に 7 名の卒業生を輩出し，今年度は 4 年次 3
名， 3 年次 4 名という構成でした。平成29年度の学生メン
バーの研究のテーマは，錯視図形の魅力，聴体験の臨場感と
触覚的情報，色の拡散現象など様々に志向されています。夏
のゼミ合宿は，箱根湯本の合宿施設で，それぞれの研究の
テーマを持ち寄って侃々諤々の熱い討論を深夜に及ぶまで行
いました。もちろん味覚と嗅覚の実（体）験も交えながら。
さらには，言語論理だけではなく感覚知覚を研ぎ澄まして人
間に関する情報取得を図ったりもしています。
社会的活動
言語聴覚士国家試験 試験委員
藤岡研究室（心理査定学）
公認心理師法が平成29年 9 月15日に施行され，公認心理師
のカリキュラム，国家試験の実施，現任者講習会の日程が決
定しました。今後，心理臨床の流れがどのようになってゆく
のか，非常に関心深いし，楽しみでもあります。
今年も「心理査定学（心理アセスメント学）」について，
体験的に幅広く学び，心理テストの意義を深く考えることを
目標に，開講してきました。本年の研究室の構成は，学部生
のみで， 3 年生 6 名， 4 年生 5 名の11名です。 4 年生は卒業
論文の中間発表も終わり，これから追い込みになります。ま
た 3 年生は，プレ卒論の作成のため，テーマの決定，調査方
法などの検討を行っている途上です。
今年の夏のゼミ合宿は， 9 月14日～16日（ 2 泊 3 日），
九十九里浜の「ホテル白洋」において実施し，10名の学生が
参加しました。最近，発達障害が注目され，マスコミでもよ
く採り上げられることもあり，「自閉症スペクトラム障害―
療育と対応を考える」（平岩幹男　岩波新書）を講読しまし
た。今後社会人になった時，少しでも発達障害者の立場に
立って考えられる人になって欲しいと思っています。
私事になりますが，平成30年 3 月31日をもって特任教授を
退職いたします。専修大学在職32年間になりました。非常勤
講師 2 年，学生時代の 4 年間を含めますとじつに38年間，専
修大学にお世話になりました。自分の半生以上を専修大学と
ともにあったことに，我ながら驚きを禁じえません。学部
生，大学院生，職員の方々，先生方，皆々様に大変お世話に
なりましたこと，感謝申し上げます。
諸活動
藤岡新治（2017）：座長 依田尚也　心理検査体験のインパク
ト　日本ロールシャッハ学会第21回大会　札幌国際大学
社会的活動
日本ロールシャッハ学会　監事
村松研究室（非行・犯罪心理学）
研究室では主に，非行・犯罪心理学，非行臨床を研究して
おります。平成29年度は大学院生（修士課程 4 名，学部学生
11名）が所属しており，少年犯罪のみならず，青年期や家族
の問題など幅広く研究しております。非行臨床に関する研究
成果は，矯正研修所（法務省），法務総合研究所，児童相談
所（千葉県・千葉市・横浜市），少年サポートセンター（千
葉県警），少年相談担当者技術研修会（神奈川県警），千葉県
子どもと親のサポートセンターなどにおいて研修，スーパー
ビジョンという形式で発表しております。少しでも人の役に
立つ心理学の構築を目標に，心理臨床の実務家に対してより
高度な非行臨床の技術を提供することを目指しております。
また，非行臨床の分野における優れた臨床家の育成も研究室
の重要な役割の一つであり，家庭裁判所調査官，法務技官，
法務教官，保護観察官などを目指す学生が学んでおります。
諸活動
村松励（2017）いじめの法的理解　今井五郎・嶋崎政男・渡
部邦雄（編）　学校教育相談の理論・実践事例集　第一法
規　pp.3-14.
村松励（2017）非行臨床からみた家族　「東洋思想と心理療
法」研究会
村松励（2017）家庭裁判所における非行臨床　シンポジウム
「年長少年に対する司法政策『年齢引下げ』は何をもたら
すか」　刑事司法及び少年司法に関する教育・学術研究推
進センター
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社会的活動
日本犯罪心理学会第55回（2017）大会企画シンポジウム「非
行臨床における親面接の工夫」司会
日本犯罪学会評議員（平成26年10月～平成29年 9 月）
日本犯罪心理学会理事（平成27年 9 月～）
科学警察研究所顧問（平成28年 4 月～）
山上研究室（発達心理学，比較・発達認知）
平成29年 3 月15日に，総ページ数 100ページの専修大学山
上研究室年報 Annals of Yamagami Laboratory Vol.7 を刊行
しました。第 7 巻は，卒業論文 3 編（堀江隆太君，久万歩奈
美さん，延藤美幸さん）と， 3 年生のプレ卒業論文 4 編（杉
本瑞樹君，塩島由依さん，田代美冬さん，羽野由希絵さん）
そして実習助手の榎本玲子さんの論文「他者の道具使用の観
察が道具の身体化に及ぼす影響」および山上による巻頭言
「「基礎実験 2 」―次の半世紀へ（ 1 ）」が掲載されました。
研究法1, 2 の授業においては，引き続き，授業日前日の 0
時までに，発表者は発表用資料を TeX で作成し，それを
PDF 化してアップロードし，また発表担当以外のメンバー
は，授業までに必ず発表資料に目を通すことを求めていま
す。研究法 1 ， 2 では， 1 授業日あたり発表者数は 2 名を基
本としていますが，議論が活発化して午後 7 時をすぎること
も稀ではありません。なお，スライドを使用する発表は，プ
レ卒発表会，夏合宿，卒論中間発表会，卒論発表会の年間 4
回のみとなっていますが，長年にわたり改訂してきた微に入
り細を穿つマニュアルによって，近年の研究室メンバーのプ
レゼンテーション・スキルは満足すべき水準に到達している
と思われます。
諸活動
山上精次（2017）．「基礎実験 2 」―次の半世紀へ（ 1 ） 
Annals of Yamagami Laboratory, vol.7, 1 -49.
Ohnishi, M., Oda, K., & Yamagami, S. （2017）. Systematic ef-
fect of strokewidth on legibility of Japanese fonts, The 
12th Vison 2017, PAR18.05, 14.45-15.00, 105.
林大輔・山上精次（2017）．実際の発話者と知覚される個人
性を切り分けられる音声の探索的検討　日本音声学会，第
31回大会，B 2 ，13:35-14:05.
社会的活動
学校法人専修大学　評議員，理事
社団法人日本心理学会　代議員
日本基礎心理学会　理事
独立行政法人大学改革支援・学位授与機構　文学・神学専門
委員会心理学部会委員
吉田研究室（発達臨床心理学）
平成29年度の構成メンバーは，大学院 1 年生 2 名， 2 年生
2 名，学部 5 年生 1 名， 4 年生 6 名， 3 年生 6 名です。大学
院 2 年生は，修論研究を進めています。研究テーマのキー
ワードは，感情認知の発達，育児不安です。 4 年生も，卒論
研究を進めています。研究テーマのキーワードは，自立，い
じめ被害，過剰適応，依存性，あがり，対人恐怖などさまざ
まです。 3 年生と 5 年生もほぼ研究テーマが決まってきてお
り，プレ卒研究のまとめに向けて，分析を進めているところ
です。よい研究がまとまることを期待しております。学部ゼ
ミの夏休みの合宿は富士山中湖セミナーハウスを使って 7 月
29，30，31日の 2 泊 3 日の日程で行われました。それぞれが
卒論研究をテーマに発表し，討論しました。レクリエーショ
ンの時間には，高速のモーターボートで山中湖を一周し，そ
のスピードと波しぶきに歓声を上げました。また，湖畔でス
イカ割もしました。
9 月28日には，恒例となっている保育園見学を行いまし
た。昨年度は実施できなかったのですが，いつもお世話に
なっている（社）厚生館福祉会　星の子愛児園にお邪魔しま
した。保育園の活動についてお話をお聞きし，子どもに接す
る際の注意を受けた後で，それぞれのゼミ生は希望する保育
室に入って，子どもたちと 1 時間ほど一緒に過ごしました。
赤ちゃんと接したり，幼児と遊んだりしながら，体験を通し
て子どもたちのことを学んだようでした。保育園には，お礼
と体験のレポートをそれぞれのゼミ生が書き，それを吉田が
まとめてお送りしました。
諸活動
吉田弘道　子どもの心理療法 1 　遊戯療法，子どもの心理療
法 2 　親面接，小林真理子・塩崎尚美編著，乳幼児・児童
の心理療法，42-63，64-81，放送大学教育振興会，2017，
3 ，20
吉田弘道　基調講演　子どもの心理治療における親面接，大
会企画シンポジウム　非行臨床における親面接の工夫，村
松励，岡田和也，小林孝嗣，芹田卓身，鉄島清毅，須藤　
明，日本犯罪心理学会第55回大会，第 2 回犯罪学合同大会
プログラム　45-47　2017，9，2 東京
社会的活動
日本小児精神神経学会代議員
日本小児保健協会　小児科・小児歯科保健検討委員会委員
日本臨床心理士資格認定協会・日本心理臨床学会・日本臨床
心理会による臨床心理士子育て支援合同委員会委員
川崎市子ども・子育て会議委員
公益財団法人　成長科学協会　心の発達研究委員　
Ⅲ．卒業論文題目
石田　紗己　信頼性係数に影響を与える要因について
―cronbach のαと再テスト信頼性を対象に―
山田　荘一朗　報酬の質および付与方法が内発的動機づけの
高まりに及ぼす影響
石川　祥啓　自我漏洩感・被透視感の生起プロセス　―写真
撮影場面という新たなパラダイムの可能性について―
平原　詩織　キャラ化特性尺度の作成と特性評価構造の検討　
―現代青年はキャラ化によって何を得ているのか―
長橋　未希　錯視における運動感と色彩とによって異なる美
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的評価構造
謝花　隆之　第三者との関係性と助言が現状維持バイアスに
与える影響　―エージェントロボットを用いて―
高澤　翔　　バラバラ殺人における犯人像推定
榎原　彩乃　自己志向的完全主義が職業未決定に及ぼす影響
について
井岡　良介　状態不安がベクションにおよぼす影響　―コッ
プ水法を用いた検討―
須永　範子　午後の眠気に対する覚醒刺激の有効性：事象関
連電位を用いた検討
堀口　栞里　性カテゴリーの顕在化による自他認知の歪みに
関する研究：性がなぜ人を歪めてしまうのか
福地　友輔　重要他者に対する再確認傾向と表情認知及び不
安との関連
佐藤　晃央　ネット特性が人の態度 3 成分の変容に及ぼす影
響　―説得的コミュニケーション研究との比較から―
白川　美祐　対人信頼感と恋愛観および恋愛依存傾向につい
ての検討
坂田　日菜子　大学生の自尊感情および随伴性自尊感情と対
人感受性傾向の関連について
丸山　しいな　大学生における過剰適応傾向と愛着スタイル
およびソーシャルスキルの関連
髙林　美奈　見捨てられ不安がストレスの認知的評価・他者
操作方略に及ぼす影響について
田口　惠太　発表場面におけるあがりと自己意識特性，及
び，対人不安，楽観・悲観性の関連について
山田　葵　　欺瞞行為に関連する個人的諸要因の検討
井浦　彩夏　『エデンの東』におけるアダムの性格研究及び
『エデンの東』を通して John Ernst Steinbeck が伝えた
かったことについて
関　海真　　曖昧さへの態度と思考抑制が強迫傾向に与える
影響について
櫻井　しおり　発達障害学生の就活過程および就労・就職支
援
伊藤　美樹　水彩錯覚図形における色拡散を生み出す対比と
同化の効果　―誘導色の輝度は拡散色を変化させるのか―
中川　卓知　抑うつとリスクテイキング行動との関連
―Automatic BART へのベイジアン認知モデリングの適
用―
田島　大雅　チアリーダー効果　―文化差および男女差が魅
力に及ぼす影響―
遠藤　涼香　量刑判断に影響を及ぼす諸要因の検討
坪内　健悟　援助規範意識と実際の援助行動の関連
森田　瞭　　日本人大学生におけるクレジットカードを使用
した購買行動に関する検討
一ノ関　麻結　自傷行為患者とその家族に対する援助につい
て ～個別事例13事例を参考にして～
小谷野　紗弓　二次元レジリエンス要因と援助要請能力スタ
イルおよび抑うつとの関連
松木　千晶　大学生における視覚情報と購買行動の関係性
星野　彩花　トーキングエイドを使用した失語症コミュニ
ケーションの心理的負担軽減の検討
新倉　紗希　青年期の依存について　～自尊感情と養育態度
に着目して～
加藤　大貴　ウマによるヒト表情認知に親近性が与える影響
佐々木　航希　大学生の夢と不安に関する研究
兵藤　里咲　CMC 特性，記号化・解読，ネットトラブル：
CMC 特性固有の記号化・解読の問題がいかにトラブルに
結びつくか
疋田　夏実　インターネット上における高攻撃性者のパーソ
ナリティ特徴の検討
中西　由紀奈　社交不安症と対人恐怖症の比較　―自己主体
感と友人関係への動機づけとの関連の検討―
陰山　奈央　はまり過程モデルの構築研究　～Hot なはまり
と Cool なはまり～
佐藤　めぐみ　家族内コミュニケーションと家族関係の関連
小髙　諒　スポーツ部所属と未所属で自己愛傾向が基本スキ
ルに与える影響の差異
松﨑　悠花　日本における政治テロリストの犯行パターン
塩島　由依　大学生の希望意識に関する研究　―未来に対す
るイメージと人生目標による検討―
西鍵　真梨子　楽観性・悲観性と自己意識・他者意識並びに
自己開示との関連について
染井　達也　青年期における自尊感情および母親の養育態度
と，対人恐怖との関連について
浅見　樹里　家族関係とソーシャルスキルの関連について
安形　瑞穂　心理的居場所感と家族関係の関連 ひとり親に対
するイメージを検討して
吉川　有美　香りが作業成績に及ぼす影響について
今野　愛紀　アジアゾウ（Elephas maximus）はヒトの
pointing を理解するか
河本　侑己　情動喚起が耳撃証言に及ぼす影響
大塚　沙紀　ビデオ呈示が精神障害者への態度の変容におよ
ぼす効果の再検討
栃原　楓佳　テキストマイニングによる放火に関する動機の
分類
五十嵐　まどか　附属池田小事件の要因の検討と意識調査
新保　千尋　女性の自立と家族関係の関連について　―親子
関係・父母関係・両親イメージに着目して―
萩谷　桃子　大学生の非喫煙者が持つ喫煙者イメージの改善
について
長尾　雅春　アプリ課金依存の実態と類型
田代　美冬　私的発話がマインドリーディングの活性化に及
ぼす効果
厳樫　武　　身体的プラセボ・ノセボ効果に対する言語教示
の影響
上田　莉穂　事象関連電位 P300を用いた作業前音楽による
「励ましの効果」の検討
片山　奈々　家庭の食卓を通して見る，家族機能と子どもの
独立意識との関連
関谷　朋志　大学生の居住形態と抑うつ・自己注目の関連
比佐　耕太郎　夏目漱石作品の特徴と現代に通ずるもの
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黒川　智絵　振動による音楽の臨場感の強調と音像の接近
福島　綾音　虚記憶に感情価と覚醒度が与える効果
二塚　弘輝　Jansari assessment of executive functions の信
頼性と妥当性の検討
池田　涼太　いじめ被害者に対する対処の有無と社会的スキ
ルと対人不安の関連性
Ⅳ．優秀卒業論文
中川　卓知　HP26-0027K　（指導教員：国里愛彦）
Ⅴ．修士論文題目
三浦　麻由佳　web 筆記開示の効果の検討　（岡村・大久保）
村山　彩夏　高次脳機能障害者の家族における介護負担の構
造の検討　（岡村・下斗米）
菊池　羽音　外傷体験後認知の時系列的変化と症状・個人差
要因との関連　―トラウマフィルムパラダイムと経験サン
プリング法による測定―　（国里・澤）
鈴木　千文　発達障害を有する子どもと母親のアタッチメン
ト形成過程　（長田・中沢）
西平　将汰　ADHD 傾向を有する者における遅延嫌悪を用い
た二重経路モデルの検証　（長田・岡田）
坂東　詩乃　乳幼児をもつ母親の育児不安に関する研究　―
被養育経験・母性意識・レジリエンス・ソーシャルサポー
トとの関連―　（吉田・山上）
平泉　聡美　子どもの感情発達と母親の対応および感情表現
との関連　（吉田・山上）
横田　詩乃　デート DV 行為の認知度と許容度が外的資源の
選択に及ぼす影響について　（村松・下斗米）
金子　美帆　反実仮想思考を用いた先延ばし行動低減プログ
ラムの効果の検討　（国里・山上）
北條　大樹　回答スタイルを考慮した心理学係留ビネット調
査デザインの提案　（岡田・長田）
土谷　美月　不確実さ不耐性と条件づけ場所嗜好性の関連　
―強化率の操作と virtual reality を用いた検討　（国里・
岡田）
田村　志実　三角形化が対人関係に与える影響　―類型と社
会的欲求との関連における集団比較―　（村松・岡田）
吉田　光成　教師のスクールカウンセラーへの “ 相談行動 ”
に関する研究　―行為の内在化された意味の探索から―　
（下斗米・高田）
栗本　夏織　自傷行為における様態の変遷と内面プロセス　
（高田・下斗米）
Ⅵ．修士論文研究優秀ポスター発表
最優秀賞　北條　大樹　ML16-7011J
 　　　（主指導：岡田謙介，副指導：長田洋和）
優 秀 賞　菊池　羽音　ML16-7003J
　　　　 （主指導：国里愛彦，副指導：澤　幸祐）
Ⅶ．研究室専任教員異動
藤岡新治特任教授が定年を迎えられ平成29年度末をもって
退職されます。文学部人文学科心理学コース，文学部心理学
科，人間科学部心理学科における専門教育ならびに専修大学
全体における心理学の教養教育へのご尽力と，研究室の運営
に対する多大なるご貢献に，研究室一同心よりお礼を申し上
げます。
岡田謙介准教授が平成29年度末をもって退職されます。人
間科学部心理学科における心理統計学の研究教育の端緒を築
いてくださったことに，研究室一同心よりお礼を申し上げる
とともに，今後のご活躍を祈念いたします。
久方瑠美助教が平成29年 4 月をもって退職されました。研
究室として初めて迎えた助教として研究と教育に従事してい
ただきました。これからのますますのご活躍を研究室一同で
祈念いたします。
次頁に，研究室専任構成員の在職歴を示します。
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